
資料４－６

宇部港本港地区航路・泊地整備事業



 

港湾事業の再評価項目調書 
 

 事業名（箇所名）  航路・泊地整備事業（宇部港 本港地区） 

 実 施 箇 所  山口県宇部市 

 該 当 基 準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業 

 主 な 事 業 の 諸 元  泊地（水深12m）、泊地（水深13m）、航路（水深13m）、航路・泊地（水深13ｍ） 

 事 業 期 間  事業採択  平成9年度  完了  令和４年度 

 総事業費（億円）  295  残事業費（億円） 37 

 目 的 ・ 必 要 性 芝中地区の公共岸壁水深に対して、航路・泊地の水深が不足しているため、大型船が満載
状態で入港できない等、非効率な輸送を強いられており、石炭等のバルク貨物を輸送する
船舶の大型化に対応した航路・泊地を整備する 

 便 益 の 主 な 根 拠 船舶の大型化による、海上輸送コストの削減便益 

（令和５年予測取扱貨物量：石炭等のバルク貨物約99万トン／年） 

 事 業 全 体 の 
 
 投 資 効 率 性 

 基準年度  令和２年度 

 B：総便益（億円） 650  Ｃ：総費用（億円） 448  全体Ｂ／Ｃ     1.4 

 B－Ｃ 202  ＥＩＲＲ（%） 5.6  

 残事業の投資効率性  B：総便益（億円） 348  Ｃ：総費用（億円） 39  継続Ｂ／Ｃ     9.0 

 感 度 分 析                  事業全体のＢ／Ｃ  残事業のＢ／Ｃ 
 需  要（-10％～+10％）    （1.3～1.6）   （8.1～9.9） 
 建 設 費（+10％～-10％）    （1.4～1.5）   （8.2～10.0） 
建設期間（+10％～-10％）    （1.4～1.4）   （9.0～9.0） 

 事 業 の 効 果 等  石炭等のバルク貨物を輸送する船舶の大型化に対応した航路・泊地を整備することによ
り、これらの安定的かつ低廉な輸送が確保され、基礎素材型産業の国際競争力強化と地域
経済の発展に寄与する 

 社会情勢等の変化 平成23年5月 宇部港が国際バルク戦略港湾（石炭）に選定。 

令和2年7月  宇部港港湾計画改訂 

 主な事業の進捗状況  総事業費295億円  既投資額258億円  令和2年度末現在の事業進捗率88％ 

 事業の進捗の見込み  令和４年度に完了予定 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

浚渫土砂の揚土方法の見直しや他事業との調整により、安価な作業船の使用が可能とな
り、コスト縮減が図られる 

 対応方針（原案）  継続 

 対 応 方 針 理 由  十分な事業の投資効果が見込まれると判断でき、港湾管理者からも早期完了が強く要望さ
れているため 

 そ の 他 （その他の指標による効果） 
・石炭等輸送船舶の大型化が図られ、入出港回数が低減されることから、航路を航行する

船舶の輻輳が緩和される 
・海上輸送の効率化により、ＣＯ2やＮＯx等の排出ガスの低減が図られる 
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「事業再評価」
宇部港 本港地区航路・泊地整備事業

令和2年10月
国土交通省 中国地方整備局
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１．今後の対応方針（原案） 宇部港 本港地区
航路・泊地整備事業

①事業の必要性等の視点
１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

２）事業の投資効果
費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ 1.4 （事業全体） 9.0 （残事業）

３）事業の進捗状況
◇総 事 業 費 ： 295億円 （既投資額：258億円）
◇残 事 業 費 ： 37億円
◇事業進捗率 ： 88％ （令和2年度末）

②事業の進捗の見込み
◇令和4年度完了予定。

【今後の対応方針（原案）】
◇上記（１）、（２）の各視点により、事業の投資効果が見込まれると判断できることから継続が妥当。
◇今後の事業実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、効率的な事業実施に努める。

（１）再評価の視点

（２）港湾管理者への意見照会結果
◇対応方針（原案）については異存なし。引き続き、コスト縮減等を考慮の上、事業を促進していただきたい。

◇大きな変化なし
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項 目
判 定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境に変化がない 前回評価以降、大きな社会経済情勢の変化はない
変化なし
■

変化あり
□

前回評価からの事業費・事業期間の増加 増加なし
10％以内
増加

10％超え

事業費の増加 全体事業費：285億円（2018〈H30〉評価時） → 295億円（今回評価時） 4％増加 □ ■ □

事業期間の増加
1997〈平成9年〉～2020〈平成32年〉（24年：2018〈H30〉評価時） → 1997〈平成9年〉
～2022〈令和4年〉（26年：今回評価時） 8％増加

□ ■ □

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない なし
変更なし
■

変更あり
□

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内） 99万トン／年（2018〈H30〉評価時） → 99万トン／年（今回評価時） 変化なし
10％以下
■

10％超え
□

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に対して費用対効果分析に要する費用
が大きい
・前回評価時の感度分析における下位ケース値
が基準値を上回っている

直近3カ年の事業費の平均に対する分析費用 0.9％ < 基準値（1.0％）
前回評価時の感度分析下位ケース 1.5 ≧ 基準値（1.0）

満足している
■

満足していない
□

前回評価で費用対効果分析を省略していない
省略していない

■
省略している

□

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） なし －

判定案：事業進捗等に大きな変更がない事業

2.再評価の重点化・効率化判定票 宇部港 本港地区
航路・泊地整備事業
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山 口 県
岩国港

徳山下松港三田尻中関港
小野田港

日本海

周防灘宇部港

国際拠点港湾
重要港湾

３．事業位置図 宇部港 本港地区
航路・泊地整備事業

事業位置

泊地
（水深13m）

芝中地区岸壁（水深13m）
(芝中西1号)

航路
（水深
13m）

本港地区

工業運河地区

芝中地区

東見初地区

航路・泊地
（水深13m）

泊地
（水深12m）

芝中地区岸壁（水深12m）
(芝中西2号)

宇部港港湾区域

西沖の山地区

沖の山地区
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４．宇部港の概要

●化学工業 ●鉄鋼業 ●窯業・土石製品製造業 ●倉庫業
●機械器具製造業 ★プロジェクト（芝中西1号岸壁）関連企業

《工業運河地区》

《本港地区》

《東見初地区》

宇部市内の主要企業

宇部港 本港地区
航路・泊地整備事業

背後圏人口約23万人（山口県全体の約17％）に対し、
製造品出荷額等は約1.2兆円（山口県全体の約20％、主要産業は化学工業）

※背後圏 ： 宇部市、山陽小野田市

H30年工業統計調査
出典：H27年国勢調査

泊地
（水深13m）

航路
（水深13m）

航路・泊地
（水深13m）

泊地
（水深12m）

★

★

《芝中地区》

●

●
●

●

●

★

●

●●
●

★

●

《沖の山地区》

沖の山
コールセンター

●
●
●
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セメント

22%

石炭

17%

その他

の石油

17%

石灰石

13%

揮発油

11%

重油

9%

その他

11%

R1年

移出貨物量

1,383万トン

原油

56%

石炭

39%

その他

石油製品

4%

薪炭

0% その他

1%

R1年

輸入貨物量

1,171万トン

窯業品

38%

セメント

33%

化学薬品

15%

化学肥料

8%

その他

6%

R1年

輸出貨物量

306万トン

化学薬品

27%

再利用資材

26%

非金属鉱物

19%

金属くず

6%

重油

4%

その他石油製品

4%

その他

14%

R1年

移入貨物量

273万トン

５．宇部港の利用状況
宇部港の取扱貨物量の推移
○令和元年の宇部港取扱貨物量は、3,133万トン（その内石炭の取扱いが約691万トン（輸入＋移出）と全体貨
物の約22％を占めている。）
○沖の山コールセンターは一般炭の輸入中継基地として国内最大級の規模（貯炭能力280万トン）を誇り、石炭を
エネルギー源とする製造業の競争力強化に寄与している。
○平成23年5月には、国際バルク戦略港湾（石炭）の選定を受け、更なる港湾機能の強化と石炭利用企業の国際
競争力強化への支援を期待されている。

出典：山口県港湾課資料より宇部港湾・空港整備事務所作成

宇部港 本港地区
航路・泊地整備事業

宇部港取扱貨物量の推移

272 311 301 285 282 308 293 297 297 306

1,135 1,246 1,195 1,205 1,181 1,325 1,113 1,251 1,149 1,171

1,435
1,516 1,452 1,590 1,568

1,533
1,393

1,495 1,413 1,383

260
297 267 296 289 274

288
304

269 273
3,102

3,370
3,215

3,3773,319 3,439
3,087

3,347
3,1283,133

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
速報値

万トン

輸出

輸入

移出

移入
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６．宇部港の課題と事業の目的・概要 宇部港 本港地区
航路・泊地整備事業

課題：船舶の大型化への対応 （不足する航路・泊地水深）
事業着手時の航路水深は9mであり、大型船が利用できず、非効率な輸送を余儀なくされていた

宇部港の抱える課題と事業の目的

航路及び航路・泊地の整備
船舶大型化による物流の効率化により、背後企業の国際競争力の強化を図る

事業の概要

岸壁（水深12m）
（供用中）

岸壁（水深13m）
（供用中）

本港地区

沖の山地区

芝中地区

東見初地区

①

③

④

②

施 設 整備前 整備後 備 考

① 泊地(水深12m) 11m 12m 完了

② 泊地(水深13m) 11m 13m 完了

③ 航路・泊地(水深13m) 12m 13m 完了

④ 航路(水深13m) 9m 13m 整備中（水深11mで暫定供用中） 水深９ｍ 水深13ｍ

1万DWT級貨物船

岸壁
ｵｲﾙｺｰｸｽ
ふ頭用地

水深の
不足 PKS

8万DWT級貨物船（共同輸送）

水深９ｍ 水深13ｍ

4万DWT級貨物船1万DWT級貨物船
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宇部港 本港地区
航路・泊地整備事業７．事業内容の見直し

○事業期間の延伸（2年間）

○事業費の増加（10億円）

浚渫船の待避等の増加、浚渫土量の増加により、事業費が約10億円の増加

①．浚渫船の待避等の増加
・令和元年度より航行船舶が集中する航路口での浚渫作業に着手。
・多くの船舶が往来する航路口作業に伴い、入出港船舶への十分な安全
航行への配慮から、浚渫作業の一時停止や航路外への作業船の待避が
増加。

②．今後の浚渫土量による作業期間の精査
・令和元年度に着手した航路口での浚渫作業に先立ち、事前測量を実
施し、約76万m3の浚渫が必要であることが判明（当初想定土量より
約14万m3の増）。

当該地区での海上工事期間の制約（7ヶ月/年）、航路口での作業の
一時停止等の増加もあり、事業期間を2年間延伸し、残り浚渫を実施。
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８．投資効果 宇部港 本港地区
航路・泊地整備事業

項 目 事業全体 残事業

費用（C） 448 39

事業費 441 32

維持管理費 7 7

便益（B） 650 348

海上輸送コスト削減便益 650 348

純現在価値（B-C) 202 310

費用便益比（B/C） 1.4 9.0

■感度分析結果（Ｂ／Ｃによる分析）■費用便益分析結果 単位：億円

要 因
事業全体 残事業

－10% ＋10% －10% ＋10%

需要量 1.3 1.6 8.1 9.9

事業費 1.5 1.4 10.0 8.2

事業期間 1.4 1.4 9.0 9.0

※端数処理のため、各項目の金額の和は必ずしも合計とはならない。
※本表中の額は、令和2年度を基準年として現在価値化した後のものである。
※残事業便益の算定の考え方
事業全体の便益は、暫定供用（航路水深11mの供用を開始した平成18年度）以降の全便益を計上したものであり、with（水深13m）／without（水深9m）の便益。
残事業便益とは、「事業を継続した場合に追加的に発生する便益のみ」が対象となり、with（水深13m）／without（水深11m）の便益を計上。
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９．前回評価時との比較 宇部港 本港地区
航路・泊地整備事業

事項
前回評価

(2018〈H30〉再評価)

今回評価

(2020〈R2〉再評価)

備考

（前回評価時からの変更点）

事業施設

航路（水深13m）
泊地（水深13m）
泊地（水深12m）

航路・泊地（水深13m）

航路（水深13m）
泊地（水深13m）
泊地（水深12m）

航路・泊地（水深13m）

-

事業期間
1997年度〈Ｈ9〉～

2020年度〈H32〉

1997年度〈Ｈ9〉～

2022年度〈Ｒ4〉
・事業期間の見直し

総事業費
（現在価値化前）

285億円 295億円 ・事業費の見直し

総費用（C) 396億円 448億円
・総事業費の見直し
・現在価値化の基準年変更（2018〈Ｈ30〉→2020〈R2〉）

総便益（B) 672億円 650億円 ・現在価値化の基準年変更（2018〈Ｈ30〉→2020〈R2〉）

費用対効果
（B/C）

1.7 1.4
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宇部港本港地区航路・泊地整備事業

〔山口県への意見照会と回答〕
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